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（HARP)に参加して（HARP)に参加して

2009年2月6日(金) 「沖縄地域学リポジトリ」試験公開記念講演会

広島文教女子大学附属図書館

石井美絵



本日の内容

大学・図書館の概要・状況

HARP参加前のリポジトリ

HARPへの参加経緯HARPへの参加経緯

学内教員の反応

HARP作業内容

共同リポジトリのメリットと課題共同リポジトリのメリットと課題



広島文教女子大学の概要

1948年開学

1学部5学科

大学院 2専攻大学院 2専攻

学生数 約１，３００名

教職員 約1５0名

小規模な大学



図書館の概要

蔵書数 約20万冊

雑誌 約3,000種
職員数 専任2名（事務長 司書）職員数 専任2名（事務長、司書）

非常勤職員3名
夜間・時間外アルバイト1名
インタ ンスタッフ（学生アルバイト）インターンスタッフ（学生アルバイト）



図書館の状況（1）

専任職員の削減

2004年 １２月 事務組織の変更

専任５名、非常勤１名専任５名、非常勤１名

→ 専任2名、非常勤２名へ

2006年 4月 遡及入力のため2006年 4月 遡及入力のため

→ 専任２名、非常勤３名へ

図書館予算の削減



図書館の状況（2）

NIIの紀要電子化事業未参加

→ 許諾作業を進めるほどの人員が不足

新しいことをしようと思っても・・・

通常業務でいっぱい

予算の確保が難しい予算の確保が難しい



HARP参加前のリポジトリ…

「リポジトリ」はなんとなく知っている

国立大学・大規模な私立大学が中心

予算確保が難しい予算確保が難しい

業務が増加する

今後は必要になるかも でもいまは→ 今後は必要になるかも…でもいまは…



HARPへの参加経緯（１）

きっかけ
県大図協の研修会・HARP勉強会への参加県大図協の研修会・HARP勉強会への参加
実験リポジトリ実務・実習の体験

→ リポジトリへの意識改革

HARP参加への勧誘
→ 県大図協でやるなら→ 県大図協でやるなら…

いつか参加するなら、最初から…



HARPへの参加経緯（２）

学内への同意

① HARPについて、図書館委員会に説明

② 図書館長から学長・教育研究企画委員長へ

③ 運営委員会から教授会へ③ 運営委員会から教授会へ



学内教員の反応学内教員の反応

リポジトリ参加当初

学内の反応（教員）

44%

51%
賛成

反対

無関心

5%

無関心 2008年7月現在



学内教員の反応学内教員の反応

現在

学内の反応（教員）

50%
45% 賛成

反対

無関心

5%

無関心
2009年1月現在



HARP作業内容（１）

準備

HARP登録ポリシー

収集対象の選定収集対象の選定

サブコミュニティ・コレクション作成

どのような階層でﾍﾟｰｼﾞを構成するのか

広島大学→ 広島大学



サブコミュニティ

図書
紀要
（誌名）

図書
（シリーズ名）



コレクションコレクション

紀要
（巻号）

図書
（タイトル）（タイトル）



HARP作業内容（２）

準備

学内への広報活動

リポジトリ・HARPとは何か？リポジトリ・HARPとは何か？

許諾作業

対象紀要の論文の個別リストアップ

HARP勉強会やHARP作成資料を利用→ HARP勉強会やHARP作成資料を利用



HARP作業内容（3）
登録作業 ①正式公開前

PDF作成PDF作成

論文をスキャナーで取り込み、PDF化
コンテンツ登録

メタデ タの作成メタデータの作成

（タイトル・著者・キーワードなど）



メタデータ入力内容



HARP作業内容（4）
登録作業 ②正式公開後（CSI事業採択前）

PDF作成PDF作成

論文をスキャナーで取り込み、PDF化
コンテンツ登録

メタデ タの作成メタデータの作成

（タイトル・著者・キーワードなど）



HARP作業内容（5）

登録作業 ③正式公開後（CSI事業採択後）

メタデ タのチェック・修正・追加メタデータのチェック・修正・追加

→ 一括登録に



共同リポジトリのメリット（１）

運営費のみで参加可能

→ 経費の削減（必要最低限の費用）

サーバーの管理が不要

→ 最低限の人員・知識不足でも可能



共同リポジトリのメリット（２）

知識の共有化・作業の協力

→ 作業の分担→ 作業の分担

→ リポジトリの最新情報・運営の知識

→ メーリングリスト、Googleグループ



G l グル プGoogleグループ



共同リポジトリのメリット（３）

参加館同士の連帯感

→ モチベーションをあげる

登録するコンテンツの可視性が向上

→ 共同運営のため、コンテンツ数が多い



共同リポジトリの課題共同リポジトリの課題

デメリットをメリットへ

参加館との連携・共通認識が必要

→ 他大学の人との交流、情報交換

通常業務との優先度

→ 情報更新の頻度が高い



結論

共同リポジトリに参加することで

安いコスト・既存の人員体制で導入安いコスト・既存の人員体制で導入

→ 最小限の労力、費用で参加可能

図書館のサービス向上

大学としての情報発信大学としての情報発信



最初からダメだと思っていたが…

消極的・受動的

→ 前向き前向き



ありがとうございました


